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Abstract: The purpose of this study was to clarify the effectiveness of regular, vigorous physical activity on the 
performance of rhythm-synchronized stepping exercises in individuals with hearing loss. The study involved 58 
male participants aged between 20 and 24 years; 23 of them (exercise group 15, general group 8) had hearing loss 
and 35 (exercise group 24, general group 11) did not. Alternating left and right steps, at a rate of 120/minute, were 
performed in the absence of cues, or in the presence of visual and visual/auditory cues. The results suggested that 
exercise group with hearing loss can perform simple, repetitive exercises more accurately than general group with 
hearing loss when visual cues are presented. 
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本研究は，20―24 歳の成人男性 58 名（難聴有


















































各試技ともステップ開始後 10 秒から 50 秒まで







件における運動について 40 秒間，1 ステップご
との所要時間を算出した．次に，1 ステップにつ





















年齢について表 1 に記した．運動群が 39 人（平
均 20.6 ± 0.74 歳），内訳は HH 15 人（平均 20.3±
0.72 歳），NH 24 人（平均 20.8 ± 0.72 歳），一般群
が 19 人（平均 20.7 ± 1.05 歳），内訳は HH 8 人（平






無の 4 群における対象者数について χ2 検定を行
った．次に HH/NH で運動群・一般群において提
示刺激を 1 要因とし，条件 1「なし」，条件 2「表示」，







　 20.6 ± 0.74 歳 20.7 ± 1.05 歳
　 　 t=0.286, df=56, n.s.
難聴有　HH n=23 　 　
　対象者数 15 8
　平均年齢 20.3 ± 0.72 歳 20.4 ± 0.52 歳
難聴無　NH n=35 　 　
　対象者数 24 11
　平均年齢 20.8 ± 0.72 歳 20.9 ± 1.30 歳
χ2=0.78, df=1, n.s.
208 齊藤





った．この 2 要因分散分析では，1 要因 3 水準の
反復測定の分析を行い，有意な差が確認された条
件 2 および条件 3 における運動経験と提示刺激に
関する詳細な分析を行うため，2 要因分散分析で
は条件 1 は除き，提示刺激の水準を条件 2「表示」
と条件 3「表示リズム」の 2 水準とした．
最後に，運動群と一般群のそれぞれにおいて，
HH/NH と提示刺激を 2 要因とした一般線形モデ
ルの反復測定を行った．この 2 要因分散分析も同
様に提示刺激の水準は条件 2「表示」と条件 3「表
示リズム」の 2 水準とした．2 要因分散分析につ
いて交互作用が確認出来たものについては単純主
効果の検定として対応のない t 検定を行った．い





におけるステップ誤差の平均と SD ならびに NH
の運動群・一般群におけるステップ誤差の平均
と SD を表 2 に示した．両群とも有意差が確認さ
れたため，多重比較を実施したところ，HH 運動
群は F (1.08, 15.11) = 4.96, p < 0.05，HH 一般群は





たところ，NH 運動群は F (1.10, 25.35) = 4.477, p < 




る比較でも「表示」の条件で F (3,54) = 5.446, p < 
0.05 と４群間で有意な差が確認されたため，多重
比較を実施したところ，「表示」の条件で HH 運




HH における 2 要因分散分析の結果を図 2a に
示した．交互作用が確認されたため，単純主効
果の検定を実施した（F (1,21) = 6.097, p < 0.05）．
単純主効果の検定より，「表示」の条件で HH 運
動群の方が HH 一般群に比べてステップ誤差が
有意に小さかった（p < 0.05）．また，HH 一般群
においては「表示」の条件に比べて「表示リズ
ム」の条件でステップ誤差が有意に減少した（p 
< 0.05）．次に，NH における 2 要因分散分析の結
果を図 2b に示した．交互作用は確認されず（F 




運動群 n=15 一般群 n=8 運動群 n=24 一般群 n=11
条件 1 なし 0.0678±0.0759 0.0734±0.0519 0.0399±0.0620 0.0348±0.0275
条件 2 表示 0.0213±0.0159 *a,*c 0.0464±0.0405 *a,*c,*d,†e 0.0126±0.0137 *a,*d 0.0220±0.0178 *a,†e
条件 3 表示リズム 0.0207±0.0189 *b 0.0230±0.0194 *b 0.0111±0.0009 *b 0.0116±0.0009 *b
数値は平均± SD (sec), 
*a, p ＜ 0.05  同じ群での条件１と条件２との比較 ,  * b, p ＜ 0.05  同じ群での条件１と条件３との比較
*c, p ＜ 0.05  条件２における HH 運動群と HH 一般群の比較 ,  * d, p ＜ 0.05  条件 2 における HH 一般群と NH 運動群の比較




運動群における 2 要因分散分析の結果を図 3a
に示した．交互作用は確認されず（F (1, 37) = 
0.353, n.s.），HH/NH の主効果が確認された（p < 
0.05）．次に，一般群における 2 要因分散分析の
結果を図 3b に示した．交互作用は確認されず（F 
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害 ） の 程 度 分 類 に つ い て．http://audiology-japan.jp/
audi/wp-content/uploads/2014/12/a1360e77a580a13ce7e25























（ICF : International Classification of Functioning, Disabil-
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